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我々勘仲記裏文書の会は、先に本誌一五三集（二〇〇九年一二月）に
おいて「史料研究
　『兼仲卿記』紙背文書
　
正応元年二 ・ 四 ・ 五 ・ 六月巻」
（以下「前稿」と記す）を公表した。本稿はこれに引き続き、 『兼仲卿記』紙背文書のうち正応元年（一二八八）八月巻所収 文書を対象に、本文の翻刻・校訂と内容の考察の成果を提示するものである。　『兼仲卿記（勘仲記） 』は鎌倉後期の中級貴族である勘解由小路兼仲が記した日記で、自筆本は現在、国立歴史民俗博物館に「廣橋家旧蔵記録文書典籍類」 （資料番号
H―六三）の一部として所蔵されている。今回
校訂・翻刻および研究の対象としたのは、正応元年七～ 月の巻の紙背文書である。ただし、同巻は現在、 「自正応元年八月十三日至廿八日」の巻（資料番号八〇七―一。以下、 便宜的に「八月巻」と記す）と「自正応元年七月一日至 月十三 」の巻（資料番号八〇七―二。以下、便宜的に「七・八月巻」と記す）の二軸に成巻されている。本稿は、そのうち八月巻所収の紙背 に関 る研究成果を公表の対象とし、七・
八月巻については次の機会に紹介することとしたい。なお、 『兼仲卿記』およびその紙背文書、記主の勘解由小路兼仲の概要については前稿を参照されたい。　
八月巻には二六点の紙背文書が収められている。年未詳・年月日未詳
の文書が多いが、作成時期が判明もしくは推測し得るものに限って見れば、おおむね弘安七年（一二八四）から同十一年正月までの範囲となっている。内容的には、伊勢神宮および伊勢国 所領 関する申状・書状類や、住吉社と座摩社との本末相論 関する文書、多武峯九品院院主職相論関係文書、弘安十一年正月の後深草上皇法勝寺修正会初夜御幸に関する書状などが多く見られる。な 『鎌倉遺文』未収 は一点のみである。　
ところで、本稿執筆にあたっての原本熟覧の際に、八月巻および七・
八月巻に数点の墨映文書が存在す ことに気づいた。 『兼仲
卿
記』紙背
文書の墨映文書については、藤原重雄氏が弘安七 巻までを対象として
210
国立歴史民俗博物館研究報告
第 186 集　2014 年 3 月
検討し、料紙調製の過程で墨映文書が形成されたと推測されること、巻相互間に映り合いの対応関係が存在することを指摘している
〔藤原重雄
「 『兼仲卿記』紙背文書の墨映 ・ 覚書」 『季刊ぐんしょ』再刊七一、 二〇〇六年〕
。
本研究会でも墨映文書の検討を行って結果を示すべきとの意見が出されたが、墨映文書の研究には一定度のまとまった巻の検討が必要なこ 、墨映文書の全文翻刻は容易でな ことなどから、本稿では影字の有無を中心に必要最小限の情報を記すにとどめることとした。八月巻の墨映文書の所在 ついては各 書の【墨 文書】 項を参照されたいが、前稿分の正応元年二・四・五・六月巻についても再 原本熟覧を行い、墨映文書の存在を確認し ので、以下にその紙背 名を列挙し おく。　　
1　
正応元年二月巻
　　
②某神戸・近江小泉保雑掌重申状（行書体の影字あり）
　　
3　
正応元年五月巻
①某書状、②行泰書状、③某造営用途注文、④権中納言某書状、⑥某書状、⑦摂津国住吉社氏人連署案、⑧・⑨某僧・神官連署案⑭某書状追而書
　
今回の公表にあたり、二〇一一年三月三日・八月二五日の二度、国立
歴史民俗博物館のご厚意により、研究会構成員による原本熟覧を実施した。その際、高橋一樹氏（現・武蔵大学）には種々のご高配を賜った。厚く御礼申し上げる。なお、今回の公表部分の担当・執筆および原本の熟覧 ・ 調査にあたった研究会の構成員は以下のとおりである （五十音順）
生駒孝臣、木村英一、栗山圭子、曽我部愛、樋口健太郎、古野貢、正木有美、松永和浩、三枝暁子、水野智之
　
この文の執筆は木村が、 全原稿の取りまとめと編集は樋口が担当した。
【凡
　
例】
（
1）　
文書の配列は原本のそれに従った。
（
2）　
冒頭に、その巻の通し番号、文書名、 『鎌倉遺文』の巻数・文書
番号（ 「 『鎌』巻―号」の形で記す）を記した。また、 文書名は『鎌』のそれを適宜改めた。
（
3）　
史料本文の字体は、原則として常用漢字を用いた。
（
4）　
欠失文字は□・
　　　　
、塗抹文字は■で表示し、見せ消ちは抹
消文字の左傍に〻
を付した。また、文字は見えるが判読できない文
字は■で表示し、挿入記号は
◦を用いた。
（
5）　
翻刻・校訂担当者が付した注は、右傍に（
　
）で記した。
（
6）　
改行は原文どおりとした。ただし紙幅の都合などにより、
 」を付
して追い込みとしたものもある。
（
7）　【語句】には人名・地名その他の事項について記した。 〔
　
〕内の
番号は、文書の本文中に付した注番号 対応している。
（
8）　【解説】は当該文書に関する内容や重要事項など、本研究会の成果をまとめた。
（
9）　【墨映文書】は影字の有無を中心に、対応する紙背文書や確認された文字など、最低限の事項を記した。
（
10）　【関連史料】は『兼仲卿記』 （表の日記）と紙背文書を中心に掲げた。紙背文書の所収巻については、例えば弘安七年二月巻で れば
「弘安七・二紙背」の形で記した。また、正応元年二・四・五・六月巻および八月巻については「
1―①」の形で通し番号のみ記し、
それ以外の巻の場合は『鎌』の巻数・文書番号をあわせて記 。
（
11）　【参考文献】は当該文書全体に関わるものを掲げ、個別 語句のみに関する文献は【語句】の当該項にまわした。
（
12）　
各項目末に翻刻・校訂担当者名を記した。
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　 5
　
正応元年八月巻紙背
①
　
実□請文
　　　
○『鎌』二一―一六四三九
法勝寺修正初夜可有
　
御幸候、著
衣冠 供奉之由、承候了、但難治故障候構聞 者 可存知候也、得御意可然之様、可令計披露給候、恐々謹言、
　　　
十二月十九日
　　
実□（兼カ）
　
【解説】弘安十一年（一二八八）正月八日の法勝寺修正会への後深草上
皇の御幸に関する文書。詳細は
3―④の【解説】 ・ 【関連史料】を参照。
【墨映文書】
5―
㉕の墨映がある。
                                                             （生駒孝臣）
       
②
　
某申状
　　　
○『鎌』二二―一六六八五
　
広〔一〕
田社訴申、所被下位
〔二〕
倍庄
久安庁御下文并永万
　
宣旨被下津
〔三〕
戸（カ）
之由事、先□
進上陳状候之処、依無社家□
（陳カ）

方無重申旨、已経数日候、就前下司道
〔四〕
一語、為押領
当庄下司職、社家構出謀計、
左道之次第候、代々
　
勅裁之趣、
被停止伯
〔五〕
卿濫妨、被改定濫
行之作手、殊先
〔六〕
院御時当
御代
　
聖断分明
　　　　
【語句】 〔一〕広田社
　
摂津国武庫郡。現兵庫県西宮市大社町。式内社。
祭神は天照大神荒魂。平安時代後期に二十二社の一社に加えられる。またこの頃より広田社を西宮ともいうようになる。平安時代末期より神
祇
伯を世襲した白川伯王家（白川家・伯家）の歴代神
祇
伯は、任官
の際に必ず西宮に下向して神拝する習わしであった。
〔二〕位倍庄
　
摂津国武庫郡。現兵庫県西宮市。摂関家領。藤原頼長の
所領であったが、保元 乱後没官され後白河天皇の 院領と （ 『兵範記』 保元二年 〈一一五七〉 三月二十九日条） 。鎌倉後期には王家領 （室町院領） として伝領され （ 『鎌』 二九―二二二八五 ・ 二九―二 六六一） 、徳治三年（一三〇八）閏八月に後伏見上皇の院宣により、当荘 相伝知行が坊城定俊に安堵されている 〇 三三七二） 。
〔三〕津戸
（カ）
　
摂津国武庫郡の津門（現兵庫県西宮市津門）を指すか。
〔四〕道一
　
不明。
〔五〕伯
卿
　
資緒王。白川伯家。康元元年 一二五六）十二月二十三日
任神祇伯。正応四年（一二九一 五月二十九日没。
〔六〕先院
　
後嵯峨上皇か。
【墨映文書】なし。【関連史料】 （年月日未詳）某陳状（弘安五・冬紙背
）、 （年月日未詳）某
申状（弘安七・七～八紙背） 。
                                                                    （生駒孝臣）
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③
　
神祇権大副大中臣某挙状
　　
○『鎌』二一―一六三一三
神〔一〕
服機殿大少神部家
〔二〕

茂・
清尚事、為前神部重
〔三〕

氏・重□
（直ヵ）

  
等、以解却身令抑留内
〔四〕

戸
所済由事、検
〔五〕
非違使経
〔六〕
明□
散状一通
副具書
謹進上候、可□
（有ヵ）

申御沙汰候哉、仍言上如件、　
八月七日
　
神〔七〕
祇権大副大中臣（花押）
謹上
　
蔵〔八〕
人少輔殿
【語句】 〔一〕神服機殿
　
神麻続機殿とともに伊勢内宮鎮座当初から存在
し（ 「神宮雑例集」 『群書類従』巻四） 、毎年春秋の神衣祭で伊勢内宮へ神御衣を調進した（康永二年八月日神服機殿社務少神部神服連公景氏申状 「仁治三年御仮殿記紙背文書」 ） 。祭儀は宝徳年間 （一四四九～五二）まで存続したが応仁の乱後は廃絶、元禄十二年（一六九九）に両機殿が再建され復興した。現在は三重県松阪市大垣内町に神
かんはとり
服織機
はたどの
殿神社、
同市井口中町に神
かん
麻おみ
続機
はたどの
殿神社として残り、毎年五月と十月の十四日
の神御衣祭でそれぞれ和妙 絹布） ・荒妙（麻布）を納める。
〔二〕家茂・清尚
　
神服機殿の神部。同機殿には古代以来、神部（部民）
と織女が置かれた（ 「皇太 宮儀式帳」 『群書類従』巻一） 。
〔三〕重氏・重□
　
神服機殿の元神部。永仁五年（一二九七）閏十月に
神役滞納の問題で訴状を提出した人物として神服機殿大神部重氏がみえる（ 『鎌』二六―一九五一八） 。
〔四〕内戸
　
神服機殿から所役を課せられた田地（ 『鎌』二六―一九五
一八） 。
〔五〕検非違使
　
神宮検非違使。神宮検非違使は寛平九年（八九七）
に設置された伊勢神郡の警察機構で、官物徴収や祭主裁判実務、検断なども行った
〔黒田紘一郎「神宮検非違使の研究」 『日本史研究』
一〇七、 一九六九年。西山克「南北朝期の権力と惣郷」日本史研究会史料研究部会編『中世日本の歴史像』創元社、一九七八年〕
。
〔六〕 経明
　
神宮検非違使。弘安二年七月日権禰宜度会貞末等申状 （ 『鎌』
補三―一六六三）でも、祭主使として祭主 指示を訴論人に伝えている
〔 【参考文献】勝山論文〕
。
〔七〕神
祇
権大副大中臣
　
花押は伊勢神宮祭主の大中臣（岩出）定世
のもの（ 「花押カードデータベース」東京大学史料編纂所ＨＰ） 。定世（一二四七～九七）は祭主に三度就任している 在任期間は文永六年（一二六九）四月～同十年五月、弘安二年（一二七九）十二月～正応元 八八 十二月、正応四年十二月～永仁五年（一二九七）十二月二十二日の死去まで。神祇権大副の在任は文応元 六〇十一月～文永 年五月、文永十一年五月～永仁二年十一月の神
祇
大副
昇任まで（ 「祭主補任」 『神道体系』神宮編四） 。
〔八〕蔵人少輔
　
兼仲。弘安七年九月から神宮奉行、同十年十二月蔵人
退任。
【解説】神服機殿の新旧神部による相論。重氏・重□が神部の職を解か
れた後も内戸からの収益を引き渡さないことを家茂・清尚が訴え、神宮検非違使の経明が訴え通りの事実を確認したことを祭主大中臣定世へ報告した。勝山清次氏の祭主裁判研究によると、十一世紀後半から神郡に対する祭主裁判のシステムが確立したとされ、神宮検非違使は祭主使として訴訟手続き全般に関わり、祭主の命の遂行を任務とする。具体的には訴陳状の伝達と種々 催促、案件の調査、裁許の施行などを行う。ここでは経明が散状を提出しているが 散状とは祭主使の職務遂行の報告書のこ で、勘状とも呼ばれた。祭主の裁許状 散状に外題をすえる形式が多く、祭主裁判において祭主使が決定的な役割を
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果たしていた。しかしこの形式は弘安年間前後から祭主の下文に取って代わる。本史料も兼仲の立場から弘安年間のものであることが明らかだが、裁許に関する史料は残っていない。ただ散状が祭主を経て朝廷へ提出されていることから、公家裁判に係属されたことがわか 。伊勢の神郡・神領内の相論および神領に関する争 でも、祭主へ訴えるか、他権門に訴えるかは、当事者の自由であった。他権門の法廷に係属する場合は、祭主の挙状が必要とされており、本史料がそれに当たる。なお永仁五年には重氏が、所当公 滞納の原因は麻続住人馬大郎の内戸所役対捍にあり それは数十年に及んでいると弁明して ること（ 『鎌』二六―一九五一八）から 当該案件が長期に及ぶものだったことが分かる。
【墨映文書】なし。【関連史料】永仁五年閏十月日大神部重氏申状 （ 『鎌』二六―一九五一八） 。【参考文献】勝山清次「中世伊勢神宮祭主裁判の一考察」
〔 『中世伊勢神宮
成立史の研究』塙書房、二〇〇九年、初出一九九七 〕
、同「鎌倉時代の
伊勢神宮祭主裁判と公家政権」
〔同書所収、初出二〇〇一年〕
、藤波家文
書研究会編 『大中臣祭主藤波家の歴史』
〔続群書類従完成会、 一九九三年〕
。
                                                                    （松永和浩）
④
　
九品院院主栄範陳状
　　
○『鎌』二一―一五九三二
□申云、栄
〔一〕
範雖令知行、何御燈油用途可有闕如哉、加之南
〔二〕
渕
□（星）
河両名良
〔三〕
算之令売買事者 依令存為仏田等之由、不能□
（知カ）
令売買歟、爰良
〔四〕
忠者、称入
（室カ）■給仕遺弟之前者、乍令存知□
（仏カ）
売買之条、猛悪不善之至極也、又栄範之使者乱入南渕庄□（譴カ）
責彼両名百姓等之由令申之条、甚以無実也、仰
　
上裁之□
（前カ）
無左右可致苛責哉 良忠之愚案之企、弥招非拠者歟、
状云、良
〔五〕
性殺害之同流僧栄範
云々
、
条又無跡形虚誕也、証拠何事哉可立申者歟、不然者可被行奏□
（事）
□罪科者也、状云、栄範 児童殺害之重科深
云々
、
事、又以不実之偽訴也、同被糺明証人者、所令庶幾也、前条々披陳大概如斯、抑栄範者不存別儀、以多
〔六〕
楽院之沙汰
任院主之間 為興隆此院中、守本願良
〔七〕
賀法印之証文、加沙汰
良忠者、住私曲無実之狂心、所訴申者、全非今沙汰之肝心、□（栄）
範之訴詔者、為九
〔八〕
品院院主之身、令居住之日者、為其院領□
□所令寄附之仏堂領者 院主可令領知之旨 任道理仰
　
上（裁カ）
於院主職者、為院内之沙汰 令定補分、何可有後混 儀哉、□被停止良忠之無実 濫訴、欲被崇敬九品 之仏堂等、仍上如件、　　
弘安九年六月
　
日
【語句】 〔一〕 栄範
　
多武峯寺僧。本相論の論人。弘安九年十月日栄範 （ヵ）
陳状参照。
〔二〕南渕・星河両名
　
興福寺一乗院門跡領。 （年月日未詳）良忠重申状
（正応二・正～二紙背）には、 「南淵塔堂・干川両名」と記されている。このうち「南渕」は、大和国高市郡の「稲（南）渕庄」をさすと考えられる。承安二年（一一七二）に「南淵坂田寺」を多武峯の末寺とする長者宣が発給されていること（ 「多武峯略記」下・第六・末寺、 『群書類従』巻四三六） 、 『簡要類聚鈔
　
第一』 （ 『京都大学国史研究室所蔵
　
一乗院文書（抄） 』 末寺の項に「稲淵庄
（寺ヵ）
在末庄国栖庄
」とあることから、こ
れらの寺 と関係する荘園であると考えられる。鎌倉期には南淵庄の年貢米により、一乗院門跡 年中行事が執り行われていた。 星河（干川） 」もまた山辺郡にあった一乗院門跡 荘園であり、室町 門跡
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により段銭・段米が賦課されていたことが知られる〔
『角川日本地名大
辞典二九
　
奈良県』
〕 。
〔三〕良算
　
多武峯寺僧。良性の舎弟。弘安九年二月日良忠申状参照。
〔四〕良忠
　
多武峯寺僧。本相論の訴人。
〔五〕
 良性
　
多武峯寺僧。 前九品院院主。 弘安九年七月日良忠重申状参照。
〔六〕多楽院
　
多武峯・多武峯寺は、平等院・南院・多楽院・浄土院の
四谷の総称であり、多楽院はその一つ。 「多武峯略記」下・第五・別院によると、多楽院は、大法師済厳が外祖父堯観の極楽往生を願って建立したものであるという（ 『群書類従』巻四三六） 。
〔七〕良賀法印
　
九品院創建者。
〔八〕 九品院
　
良賀が建長四年 （一二五二） 以前に建立。多武峯寺の別院。
【解説】
5―④⑤の二通の文書は、 『鎌倉遺文』においては一通の文書と
して扱われている。しかし、木村後掲論文の成果 って、陳状（④）と重陳状（⑤）が貼り継がれ、後者の成立 弘安九年七月～十月十九日以前であることが明らかとなっている。まず④は 武峯の九品院院主職とその所領である大和国南（稲）渕庄内塔堂・星河（干川）をめぐる相論関係文書の一つで、論人の栄範が提出した陳状である。ここでは訴人の良忠が、栄範によ 南淵庄塔堂・星河の百姓に対する譴責、さらには良性および児童 殺害等について訴えているこ がわかる。これとかかわって、本文書の一ヶ月後 発給さ ている良忠重申状（正応元・七～八紙背）には、栄範が前九品院院主であった良性を殺害したとの主張がみえる。また、弘安九年二 日良忠申状にも 栄範が南淵庄塔堂・星河を押妨したこ 前院主の良性 殺害された際に院主所持の財物や調度が盗まれたことなどがみえる。本相 の全貌については木村後掲論文に詳しく、これ以前に、良性・良忠 多武峯の惣寺による「衆勘」に処せら る状況にあったこと 明らかにされている。その一方、栄範が九品院本願良賀の門弟・門徒ではない事実
が浮かび上がることから、本相論の背景に、院主職相伝に際し「師子相承」をもととす のか、それとも経営手腕を評価すべきか、多武峯寺内で二つの論理のせめぎあいがみられた様子をうかがうことができる。
【墨映文書】なし。【関連史料】 （年月日未詳）九品院院主栄範重陳状（
5―⑤） 、 （年月日未
詳）延陳挙状（
5―⑦） 、 （弘安九年）十月十九日良忠書状（
5―⑪） 、
弘安九年七月日良忠重申状（正応元・七～八紙背、 『鎌』二一―一五九五六） 、弘安九年二月日良忠申状（正応元・七～八紙背、 『鎌』二一―一六〇〇九） 、 （年月日未詳）九品院院主栄範重陳状（正応元・七～八紙背、 『鎌』二一―一六〇一〇） 、 弘安九年十月日栄範 ヵ）陳状（正応二・四紙背、 『鎌』二一―一六〇一一 、 年月日未詳）栄範陳状（正応元 ・ 十 二 （年月日未詳）良忠重申応二・正～ 紙背、 『鎌』二一― 六〇一三）
【参考文献】木村英一「鎌倉後期多武峯小考」
〔上横手雅敬編『鎌倉時代の
権力と制度』思文閣出版、二〇〇八年〕
。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三枝暁子）
⑤
　
九品院院主栄範重陳状
　　　
○『鎌』二一―一五九三二
□（九品）
□院院主栄範重陳申、
　
□□
（良）
忠偽訴一一無其謂事、
□（副進）
□□通
　
二〔一〕
条殿御下知状案并御宛文案
□通
　
多〔二〕
武峯三綱中被
　
仰下状案
□通
　
良賀法印注置証文案
□通
　
多武峯多楽院内九品院注置状案
　　
□通
　
院内宛文案
　
□（栄）
範者、令補任九品院院主職事、全非私競望、依無人□
（于カ）
　
□之扶持、既任一
〔三〕
院之計、令移住九品院之間、栄範以私力
　
□二面房舎令興隆之上者、任良賀寄文旨、修理仏堂
　
致
　
二条殿御祈禱、令言上子細之処、被
　
仰下状如此、□
（依）
　
両部之大法抽三密之行業、専励長日不断之懇祈、偏
　
□泰平之繁栄者也、若栄範為非器不善之躰者、争為□
　
一院之計、以栄範雖為片時、可令定補彼院主職哉 加之
　
（往カ）
□九品 後者、一■備仏性燈油 致令興隆 中事、是
　
□哉、若又良忠可為九品院院主職之旨令存知者、良忠
　
当寺衆徒之免除、令帰住 後十余年、何不祟先師遺□
（跡カ）
　
狼之栖哉、前後相違之濫訴、今案偽謀之企、尤可有
　
御
　
□（哉カ）
、但良忠之訴状云、被召出強盗并殺害人栄範、被糺返贓
【語句】 〔一〕二条殿
　
二条師忠。二条良実男。弘安十年（一二八七）八
月、関白、従一位、氏長者、三十四歳。永仁二年（一二九四）十一月二十九日出家、法名行隆。暦応四年（一三四一）正月十四日薨、八十八歳（ 『公卿補任』 ） 。
〔二〕多武峯
　
奈良県桜井市大字多武峯にある寺。藤原鎌足の亡骸が阿
威山（現大阪府茨木市）に葬られたのち、長男の定慧により多武峯に移葬されたことにはじまるとの伝承がある のち延安・実性などの僧が出て、応和三年（九六三）に入山した増賀が比叡山で修行し天台宗に属したのを契機として、このころから多武峯寺も天台宗となったという〔
『平凡社日本歴史地名大系三〇
　
奈良県の地名』
〕 。
〔三〕一院
　
多楽院をさすか。
【解説】前号文書に同じく、多武峯の九品院院主職とその所領である大
和国南（稲）渕庄内塔堂 ・ 星河 干川）をめぐ 相論関係文書の一つで、
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□通
　
院内宛文案
　
□（栄）
範者、令補任九品院院主職事、全非私競望、依無人□
（于カ）
　
□之扶持、既任一
〔三〕
院之計、令移住九品院之間、栄範以私力
　
□二面房舎令興隆之上者、任良賀寄文旨、修理仏堂
　
致
　
二条殿御祈禱、令言上子細之処、被
　
仰下状如此、□
（依）
　
両部之大法抽三密之行業、専励長日不断之懇祈、偏
　
□泰平之繁栄者也、若栄範為非器不善之躰者、争為□
　
一院之計、以栄範雖為片時、可令定補彼院主職哉 加之
　
（往カ）
□九品 後者、一■備仏性燈油 致令興隆 中事、是
　
□哉、若又良忠可為九品院院主職之旨令存知者、良忠
　
当寺衆徒之免除、令帰住 後十余年、何不祟先師遺□
（跡カ）
　
狼之栖哉、前後相違之濫訴、今案偽謀之企、尤可有
　
御
　
□（哉カ）
、但良忠之訴状云、被召出強盗并殺害人栄範、被糺返贓
【語句】 〔一〕二条殿
　
二条師忠。二条良実男。弘安十年（一二八七）八
月、関白、従一位、氏長者、三十四歳。永仁二年（一二九四）十一月二十九日出家、法名行隆。暦応四年（一三四一）正月十四日薨、八十八歳（ 『公卿補任』 ） 。
〔二〕多武峯
　
奈良県桜井市大字多武峯にある寺。藤原鎌足の亡骸が阿
威山（現大阪府茨木市）に葬られたのち、長男の定慧により多武峯に移葬されたことにはじまるとの伝承がある のち延安・実性などの僧が出て、応和三年（九六三）に入山した増賀が比叡山で修行し天台宗に属したのを契機として、このころから多武峯寺も天台宗となったという〔
『平凡社日本歴史地名大系三〇
　
奈良県の地名』
〕 。
〔三〕一院
　
多楽院をさすか。
【解説】前号文書に同じく、多武峯の九品院院主職とその所領である大
和国南（稲）渕庄内塔堂 ・ 星河 干川）をめぐ 相論関係文書の一つで、
論人の栄範が提出した重陳状である。ここでは栄範が、自身の九品院興隆への献身と、良賀の寄進状による仏堂修理の実績、祈禱を通じ獲得した二条師忠の下知状等を根拠に、院主職相伝の正当性を訴えている。
5―④参照。
（三枝暁子）
⑥
　
内蔵頭某書状
　　
○『鎌』二一―一六四五八
御一
〔一〕
級事、以此趣
　
様可
　
奏聞候、恐々
謹言、　　
正月二日
　
内〔二〕
蔵頭■
【語句】 〔一〕一級
　
一級とは一つの階級のこと。 『兼仲
卿
記』紙背文書
（弘安九年巻など）には、 「一級所望」する申文や書状が数多く伝えられており、それらの文意から「一級」とは加階を意味したことが知られる。
〔二〕内蔵頭
　
弘安年間の内蔵頭在任者としては、藤原宗親（弘安三年
〈一二八〇〉十月二十七日～弘安十年正月十三日） 、平信輔（弘安十年十二月十日～正応元年〈弘安十一年〉七月十一日）がいる。当該文書のみでは「内蔵頭」がいずれの人物かは不明。 『兼仲
卿
記』弘安十一
年正月五日～七日条は、この年の正月叙位 模様を詳しく伝えており、「頭内蔵頭信輔朝臣」が叙位の「奉行」を務めたこと（本文書がこのときの叙位に関わるものであれば 差出の内蔵頭は信輔となる） 、兼仲が自身の「一級事」 （＝四品叙位）を禁裏に申し入 ていることが記されている。
【墨映文書】 「関東□□□」との墨映あり。また、本文「謹言」の文字は
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別の墨映と重なる。
【参考文献】 森茂暁 「藤原兼仲の職務と紙背文書」
〔同 『鎌倉時代の朝幕関係』
思文閣出版、一九九一年〕
。
                                                                    （栗山圭子）
⑦
　
延陳挙状
　　　
○『鎌』二一―一六〇〇三
寺僧良
〔一〕
忠申栄
〔二〕
範致濫訴間、数月□
（不カ）
預
御成敗由事、 忠訴状如此候、子細見于状候歟、可有洩
　
御披露□
（候カ）
　
延〔三〕
陳恐惶謹言、
【語句】 〔一〕良忠〔二〕栄範
　
5―④⑤参照。
〔三〕延陳
　
本訴訟の担当奉行人である勘解由小路兼仲と何らかのパイ
プを持つ人物とも考えられるが、詳細は不明。
【解説】弘安九年（一二八六）における多武峯寺内九品院の院主職とそ
の所領をめぐる相論関係文書の一つ。本裁判が行われた関白鷹司兼平家の法廷に「良忠訴状」を取り次いだ挙状である。 （年月日欠）良忠重申状（正応二・正～二紙背、 『鎌』二一―一六〇一三）に「既被召三問三答之訴陳、可仰
　
上裁之由
　　　　
仰下之上者、任道理、良忠可
預
　
御成敗之処、 雖
　　　　
数箇月、 不預
　
御成敗事」との文言が見え、
本文書の「寺僧良忠申栄範致濫訴間、数月□
（不カ）
預御成敗由事」の部分と
類似することから、本文書はこの良忠重申状の挙状である可能性がる。
5―④⑤参照。
【墨映文書】なし。
                                                                    （木村英一）
⑧
　
某書状
　　
○『鎌』二一―一六四八四
御吉事等、雖事旧候、猶以珍重候
〱
、
抑津
〔一〕
守庄土貢残事、
自中
〔二〕
河殿、此間連日
被驚候、而公事計会之間、自然閣了、所残不幾候、今日なと御下知候哉、悦存 且又自
　
女〔三〕
院
【語句】 〔一〕津守庄
　
勘解由小路家の家領。地名辞典類では次の説に分
かれている。①大阪市西成区津守辺りの荘園。②大分県大分市大字津守、片島、羽田辺りの荘園。 【参考文献】に示した近年の研究では②に比定され、伝領の経緯が明らかにされつつある。
〔二〕中河殿
　
未詳。 『兼仲
卿
記』弘安六年八月二日条によると、 「故仲
川禅尼」は津守荘の本家職を仙洞（亀山上皇）に寄進したという。仲川禅尼は源兼資の女で藤原頼資の室である。つまり勘解由小路兼仲の祖母にあたる。なお、 （正応四年）三月二十八日付の亀山上皇書状案（ 『鎌』二三―一七五七八）によると、中川禅尼は加賀国小坂荘も保持していたことが知られる。
〔三〕女院
　
不明。本文書が弘安十一年に発給されたものとすると、八
名の女院が候補として挙げ 比定できない。あるいは大覚寺統の所領を伝えられた室町院を指すか。
【解説】津守荘の土貢の残りについて某の下知を催促する書状断簡であ
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る。日記の日付と同じ年に発給されたと推定すると、弘安十一年の発給となり、 『鎌倉遺文』の年次比定も次号文書にかけて「弘安十一年ヵ」とある。 「中河殿」が仲川禅尼を指すとする 、本文書は弘安五年三月二日の死没以前に発給されたこととなり、その場合、勘解由小路兼頼宛の書状で った可能性が高まる。いずれも確定できないが、さらなる考証が必要 ある。　
弘安三年（一二八〇）二月六日に勘解由小路兼頼が死去し、この頃
に弟の兼仲が祖母（源兼資女）を通じて津守荘の領家職を譲ら ようである。このとき兼仲の姉妹も何らかの得分を認められていたが、のち弘安五年三月に仲川禅尼が 去す と 兼仲は姉妹から 譲与を確認している（ 『 卿記』同月二日、四日条） 。　
弘安三年七月、津守荘雑掌が荘家の「年貢不法」を訴えた（ 『鎌』
一八―一四〇三六） 。この申状案は欠損により文意を把握し難い 、兼仲の領家支配に反対す 立場から、本家の一円支配を求めた訴えと考えられる。これを受けて発給されたとみられる年未詳四月二十日付の亀山上皇院宣（ 『鎌』一八―一四〇 七）には、中分は叶い難いなどの旨が伝 ている。こ 背景として本家 よる相伝所領没収は非難される行為と見なされていたためではないかと説かれている。弘安六年八月二日、兼仲は津守荘の一円知行を院に申請し（ 『
卿
記』
同日条） 、年貢 収納を かり紛争に対処していたようである。　
なお、 『兼仲卿記』弘安六年八月二日条には仲川禅尼が津守荘の本家
職を寄進する記載がみられ、この点は本家職の成立過程を探 上で近年注目されてい 。津守荘は皇嘉門院から九条兼実 経て良経の後家御堂御前の一期分に含まれ そ 後道家か 姉妹の真恵房 与えられたが、建長三年（一二五一）の謀叛事件で鎌倉幕府によって九条家が排斥されると、二条良実が九 家領の一部を獲得し、 はそ に含まれていたという。文永七年（ 二七〇）に二条良実が死去し、亀
山院がその所領の一部を接収すると、仲川禅尼は本家職を院に寄進したと考えられている。この荘園の事例を根拠として、 の成立は荘園領主権の相伝が鎌倉幕府 介入により改変されてもたらされたと説かれている。
【墨映文書】なし。【関連史料】 弘安三年七月日津守荘雑掌申状案 （ 『鎌』 一八―一四〇三六） 、（年未詳）四月二十日亀山上皇院宣（ 『鎌』一八―一四〇三七） 、 （年月日未詳）某書状（ 『鎌』一八―一四〇三八） 、 （弘安八年）豊後国図田帳（ 『鎌』二〇―一五七〇一） 、 『兼仲
卿
記』弘安五年三月二日、四日、
同六年八月二日、正応元年 月十二日、十四日条。
【参考文献】森茂暁「藤原兼仲の職務と紙背文書」
〔 『鎌倉時代の朝幕関係』
思文閣出版、 一九九一年〕
、 金井静香「再編王家領荘園群の存在形態」
〔 『中
世公家領の研究』思文閣出版、一九九九 〕
、高橋一樹「重層的領有体系
の成立と鎌倉幕府」
〔 『中世荘園制と鎌倉幕府』塙書房、二〇〇四年〕
。
（水野智之）
⑨
　
某書状
　　
○『鎌』二一―一六四八四
中〔一〕
納言殿御奉行候哉
（ヵ）
、
文書や候らん、御上意候て御奉行、文書ハ、■■候之間、大
〔二〕
納言毎事期
見参 、恐々謹言、　　
正月十七日
　　　　　
（
（有□）

草名）
【語句】 〔一〕中納言殿
　
本文書が弘安十一年の発給とすると、中納言は
滋野井実冬が該当するが、権中納言を指す可能性もあり、その場合、
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候補者は多く不明である。
〔二〕大納言
　
弘安十一年正月時の大納言は土御門定実と久我通基であ
るが、権大納言を指すと見なす場合、候補者は多く不明である。
【解説】前闕の某書状である。 『鎌倉遺文』には
5―⑧に続く一連の文
書として掲載されているが、筆跡から別の文書の可能性を考慮した。弘安十一年の発給かと推定されている。
【墨映文書】
5―⑧の墨映が写りこんでいる。
（水野智之）
⑩
　
後深草上皇院宣
　　　
○『鎌』二一―一六四六二
来十三日東
〔一〕
二条院
可有御入
　
内、着衣
冠、 令供奉給者、依御気色 執達如件、　　
正月四日
　
左〔二〕
兵衛佐定資
謹上
　
右〔三〕
少弁殿
【語句】 〔一〕東二条院
　
藤原公子。貞永元年（一二三二）～嘉元二年
（一三〇四） 。西園寺実氏女。後深草天皇中宮。康元元年（一二五六）十一月入内。翌年正月に中宮となり、
姈
子内親王らを生む。正元元
年（一二五九）十二月に院号宣下を受け東二条院と称す。正応六年（一二九三）六月落飾。
〔二〕左兵衛佐定資
　
坊城定資。坊城俊定息。本文書成立の弘安十一年
（一二八八）時点で十四歳。建治四年（一二七六）正月六日、東二条院の年給により叙爵。弘安八年八月十一日左兵衛佐（ 『公卿補任』嘉元元年条） 。
〔三〕右少弁
　
勘解由小路兼仲。弘安十年十二月十日任右少弁、正応元
年十月二十七日転左少弁。
【解説】弘安十一年（一二八八）正月十三日に行われる東二条院入内に
供奉するよう兼仲に命じた後深草上皇の院宣。従って、本文書は弘安十一年に作成されたものである。儀式の詳細を記した『公衡公記』同日条には「今日東二条院初有御入内」とある。前述のように、彼女は康元元年（ 二五六）に入内していることから、今回の「入内」は前年十月の伏見天皇受禅後初めて内裏に るこ を指すものと考えられる（ 『公衡公記』はこの儀式を「御幸」とも言い換えている） 。東二条院は伏見天皇の実母で ないが、 「国母」の号を得ており、そ 立場で「入内」したものと考えられる。なお、本院宣の奉者である坊城定資は、この儀式の「奉行院司」 あった。
【墨映文書】なし。【参考文献】 山田彩起子 「鎌倉期における後宮の変容とその背景」
〔同 『中
世前期女性院宮の研究』思文閣出版、二〇一〇年、初出二〇〇五年〕
。
                                                                    （木村英一）
                                                                                
⑪
　
良忠書状
　　
○『鎌』二一―一六〇〇二
　　
□（九）
品〔一〕
院々務職事、栄
〔二〕
範掠申
　
二〔三〕
条□（殿カ）
　　
蒙御下知之由載于訴状候之条、存外次□
（第カ）
　　
□故者、峯寺別院縱雖致方々 御祈禱
　
　　
□
（院カ）
主職者必蒙
　
摂錄
（籙）
御成敗候之条、先□
　　
□候、則当寺之別院念
〔四〕
仏院者、雖為
　
近〔五〕
□（衛カ）
　　
□
（殿カ）
御祈禱所、院主珎
〔六〕
忍
慶円房
、先年蒙□
（罪カ）
　　
□之時、聊不及御口入、依
　
摂錄
（籙）
御成敗
　　
□
（流カ）
罪畢、次又大和国平
〔七〕
田庄官曳
〔八〕
田兵衛
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〔三〕右少弁
　
勘解由小路兼仲。弘安十年十二月十日任右少弁、正応元
年十月二十七日転左少弁。
【解説】弘安十一年（一二八八）正月十三日に行われる東二条院入内に
供奉するよう兼仲に命じた後深草上皇の院宣。従って、本文書は弘安十一年に作成されたものである。儀式の詳細を記した『公衡公記』同日条には「今日東二条院初有御入内」とある。前述のように、彼女は康元元年（ 二五六）に入内していることから、今回の「入内」は前年十月の伏見天皇受禅後初めて内裏に るこ を指すものと考えられる（ 『公衡公記』はこの儀式を「御幸」とも言い換えている） 。東二条院は伏見天皇の実母で ないが、 「国母」の号を得ており、そ 立場で「入内」したものと考えられる。なお、本院宣の奉者である坊城定資は、この儀式の「奉行院司」 あった。
【墨映文書】なし。【参考文献】 山田彩起子 「鎌倉期における後宮の変容とその背景」
〔同 『中
世前期女性院宮の研究』思文閣出版、二〇一〇年、初出二〇〇五年〕
。
                                                                    （木村英一）
                                                                                
⑪
　
良忠書状
　　
○『鎌』二一―一六〇〇二
　　
□（九）
品〔一〕
院々務職事、栄
〔二〕
範掠申
　
二〔三〕
条□（殿カ）
　　
蒙御下知之由載于訴状候之条、存外次□
（第カ）
　　
□故者、峯寺別院縱雖致方々 御祈禱
　
　　
□
（院カ）
主職者必蒙
　
摂錄
（籙）
御成敗候之条、先□
　　
□候、則当寺之別院念
〔四〕
仏院者、雖為
　
近〔五〕
□（衛カ）
　　
□
（殿カ）
御祈禱所、院主珎
〔六〕
忍
慶円房
、先年蒙□
（罪カ）
　　
□之時、聊不及御口入、依
　
摂錄
（籙）
御成敗
　　
□
（流カ）
罪畢、次又大和国平
〔七〕
田庄官曳
〔八〕
田兵衛
　　
□
（政カ）
行、依御
〔九〕
墓守之訴訟罪科之時、雖為同
　
□
（近カ）
　
　　
□
（衛カ）
殿御領之住人、不及直之御成敗、被申
　　
摂錄
（籙）
之後、被仰下畢、峯寺之事、皆
　　
此候、何況於当院之事哉、以此旨可□
　　
□
（洩カ）
御披露候、恐惶謹言、
　　
十月十九日
　　　　　
良〔一〇〕
忠
  
  　
　　
進上
　
山〔一一〕
城前司殿
　
【語句】 〔一〕□品院
　
5―④⑤などから「九品院」と判断できる。九
品院は多武峯別院。
〔二〕栄範
　
多武峯寺僧で、本相論の論人。
5―④⑤参照。
〔三〕 条□
　
5―④⑤から「二条殿」と判断できる。
5―④⑤によれ
ば、栄範は二条殿に対して祈禱を行っており、九品院院主職についても、二条殿に子細を言上して下知状 与えられていた。二条殿は二条師忠。
〔四〕念仏院
　
詳細不明。本文書から多武峯別院で、近衛殿祈禱所だっ
たことがわかる。
〔五〕 近□□
　
前後の文脈から 「近衛殿」 と思われる。当該期の 「近衛殿」
は近衛家基。
〔六〕珎忍
　
人物および罪科を蒙った事件についても詳細不明。
〔七〕平田庄
　
大和国
葛
下郡・広瀬郡内にあった荘園（現・奈良県大和
高田市・
葛
城市・北
葛
城郡広陵町周辺） 。摂関家の中核的所領群であ
る京極殿領に含まれる荘園の一つで、鎌倉期以降は近衛家が伝領した。建長五年（一二五三）の近衛家所領目録（ 『鎌』一〇―七六三一）によれば、年貢は春日御塔の財源に相折（分配）されており、春日御塔を管理する興福寺一乗院が領家として支配に関与した。
〔八〕 曳田兵衛
　『兼仲卿記』 弘安二年 （一二七九） 八月二十三日条に 「平
田庄疋田郷政行」とある。同史料によれば、政行は多武峯墓守を搦め捕った件で墓守から訴えられ、関白鷹司兼平によって罪科に処された。
〔九〕御墓守
　
藤原鎌足の多武峯墓の墓守。十世紀前半、多武峯が延暦
寺末寺として整備されるとともに人数が増加し、給免田畠を与えられて多武峯周辺に散在した。多武峯による強訴に際 ては神宝を奉じて摂関邸宅に群参するなど、他の権門寺院 おける神人と同様の役割果たした
〔網野善彦「多武峯の墓守」 『日本中世の百姓と職能民』平凡社、
一九九八年、初出一九八八年〕
。
〔一〇〕良忠
　
多武峯寺僧で、本相論の訴人。
5―④⑤参照。
〔一一〕 山城前司
　
卜部信俊。 兼仲の家司 （ 『兼仲卿記』 永仁二年 〈一二九四〉
正月四日条）で、兼仲発給の御教書の奉者と ても確認できる（ 『 』弘安七年〈一二八四〉十二月六日条） 。木村後掲論文註 （
6） も参照。
【解説】多武峯別院九品院院主職をめぐる栄範・良忠相論の関係文書で、
栄範の陳状・重陳状である
5―④⑤を受け、それに対する良忠側の反
論として作成されたものと考えられる（木村後掲論文） 。本文書から、鎌倉後期の多武峯においては、念仏院が近衛家祈禱所になり、栄範が二条家に対する祈禱を行うなど、別院や寺僧が個別に五摂家 各家結びつく動きがあったことがわかる。栄範はこうした結びつきを背景に、二条家から九品院 院主職継承を認める旨の下知を獲得したが、本文書で良忠は、院主職はあくまで摂関の成敗によるものとし 、現任摂関でない五摂家当主によ 裁定 無効と主張している。
【墨映文書】うっすらと見える。【参考文献】森茂暁「申状の世界」
〔 『鎌倉時代の朝幕関係』思文閣出版、
一九九一年〕
、木村英一「鎌倉後期多武峯小考」
〔上横手雅敬編『鎌倉時
代の権力と制度』思文閣出版 〇〇八年〕
。
                                                                    （樋口健太郎）
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⑫
　
某挙状
　　
○『鎌』二〇―一五二二四
座〔一〕
摩社神事間事、任
　
勅定
令執行候之処、神主康
〔二〕
重不拘
院〔三〕
宣、或抑留毎月御神楽用途
押止之、或奪取年始御結
〔四〕
鎮神事
御供料令闕如之、如此致濫妨候□□不及遂行、御祈禱空断絶候之□言語道断之次第候、仍沙
〔五〕
汰人重□
申状如此、謹進上候、凡康重去□
（年）
五月五日神事濫妨狼籍
（藉）
之後
【語句】 〔一〕座摩社
　
3―⑩参照。
〔二〕康重
　
清原康重。弘安六（一二八三）～八年、 永仁三（一二九五） ・
四年、座摩社神主康重・正康父子（ 『尊卑分脈』 ）と、住吉社神主津守国平 （一二二八就任、 一二八五没） ・ 国助 （一二八五～九九在任） 父子 （ 「住吉社神主并 族系図」 『続群書類従』巻一八一）が、座摩・住吉両社の社務執行と本末関係をめぐり相論を展開した。
〔三〕院宣
　
ここでは亀山上皇の院宣。内容は、座摩社の神事執行から
康重を排除、言い換えれば住吉 に座摩社神事執行を認めるもの。
〔四〕結鎮
　
年頭に鬼神を鎮めまつる行事。近畿地方に多い。
〔五〕沙汰人重□
　
康重と敵対する座摩社の沙汰人か。康重との相論で
国助の寄沙汰を請け取った座摩社沙汰人重房という人物がおり（ 『鎌』二五―一九二一二） 、これに該当する可能性もある。
【解説】座摩社神主清原康重・正康と住吉社神主津守国平・国助の本末
相論は、弘安六年六月の座摩社神事での国助による神輿・神殿破却事件に端を発する。これをうけ朝廷は実検を行 、修理と 事執行を正
康に仰せ付けた（ 『実躬
卿
記』嘉元四年五月巻裏文書） 。その後、住吉
社の神事について、時に康重による執行を命じ、時に康重の新儀を停止するなど、院の裁許は二転三転した（
3―⑩） 。そしてついに相論
は院文殿に持ち込まれた。初回の弘安七年六月は「座摩社の神事は国平が施行せよ」 との勅答 （ 『兼仲卿記』 弘安七年六月二十八日条） があり、同八月の二度目は結果不詳、翌年九月の三度目は国助の寄沙汰（訴因を持つ者が訴訟当事者とならず 訴訟を第三者に委託し、委託を受けた者が訴訟問題 有利な実現を図ること）が発覚、正康が 処罰を求めたことまで判明する（ 『鎌』二五―一 二一二） 。さて本史料が相論のどの過程で作成されたものかは、決定的な情報を欠く。ただ少なくとも座摩社神事の執行から康重が排除された院宣の存在から、初回の対決後、弘安七年六月以後 ものと考えられる（対決以前 争点は座摩社ではなく住吉社の神事） 。なお『鎌倉遺文』は史料名を「摂津住吉社氏人等申状」とする。しかし「沙汰人 □申状如此、謹進上候」とあることから、重□の申状をある人物が取次いだ文書と推測し、 「某挙状」とした。取次先は座摩社の担当奉行兼仲であった可能性が高い。
【墨映文書】なし。【関連史料】
3―⑩参照。
【参考文献】
3―⑩参照。笠松宏至『日本中世法史論』
〔東京大学出版会、
一九七九年〕
。
                                                                    （松永和浩）
                                                                                
⑬
　
刑部卿菅原長経書状
　　
○『鎌』二一―一六四四一
□□（欲カ）
□□（猶カ）
候、当家殊無乱
〔一〕
階超
越之儀候、長
〔二〕
経不執申者、可失
〔三〕
生
涯候之間、内々言上候、便宜之時、得□
（御カ）
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意可令披露給候、恐々謹言、　　
十二月五日
　
刑部卿長経
謹上
　
蔵〔四〕
人少輔殿
【語句】 〔一〕乱階超越
　
乱階も超越も、順序を飛び超えて位階を進める
ことを指す。
〔二〕長経
　
菅原長経。 『公卿補任』正応三年条によれば、長経の刑部卿
就任期間は、弘安九年（一二八六）九月二日～同十年（一二八七）正月十三日なので 十二月五日に刑部卿であった年は弘安九年のみ。よって、本文書の発給は弘安九年となる。
〔三〕失生涯
　「生涯」は所領、地位、資格のことを指し、 「生涯を失う」
で上級権力者に譴責されて所領などを奪われ、生活のすべをなくすこと。
〔四〕蔵人少輔
　
兼仲。兼仲が五位蔵人・治部少輔であった期間は、弘
安七年（一二八四）正月十三日～弘安十年十二月十日。
【解説】本文書は、刑部
卿
菅原長経が、昇進の口添えを期待して（奏聞
を担当したと思われる）兼仲にあてたも 。 「執申」とあることから、長経本人の申文ではなく、一族下位 の申文に添えられた挙状か。
【墨映文書】なし。
                                                                    （栗山圭子）
⑭
　
某申状
　　
○『鎌』二二―一六六八六
臨時昇進所望事、去月廿日、尊〔一〕
勝寺灌頂来十七日可致
遂行之由、載于御催促之請文令申了、被申入候哉、
　
御気色之
趣何様候覧、不審候、去々年御願闕如之時、依
　
勅約之綸言、
已積二
〔二〕
界之懃労、縦雖御代
　　　　　　　　　　　
【語句】 〔一〕尊勝寺灌頂
　
尊勝寺は堀河天皇御願寺で、六勝寺の一つ。
尊勝寺灌頂（尊勝寺結縁灌頂）の初例は、長治元年（一一〇四）三月二十四日。以後、式日は毎年三月二十四日とされた（ 『中右記』長治元年三月二十四日条） 。しかし、実際には式日以外の日程で行われた年が散見する。
〔二〕二界
　
仏教用語。十界（仏 ・ 菩薩 ・ 縁覚 ・ 声聞 ・ 天上 ・ 人間 ・ 阿修羅 ・
畜生・餓鬼・地獄）と三界（欲・色・無色）を総称したものを指すが、ここでは、胎蔵界・金剛界を指すものか。
【解説】尊勝寺灌頂において胎蔵界・金剛界両部の小阿闍梨をつとめた
僧侶は、僧綱に補せられた。当初は、東寺・延暦寺・園城寺が二カ年ごとに三寺輪転して勤仕することとなっていたが（ 『中右記』長治元三月二十四日条） 、永久元年（一一一三）以降、天台僧が尊勝寺灌頂をつとめるものとされた（ 『東宝記』第四、以小灌頂労任僧綱事） 。尊勝寺灌頂は、南京三会（宮中御斎会・興福寺結摩会・薬師寺最勝会） 、北京三会（円宗寺法華会・最勝会・法勝寺大乗会 ならぶ四灌頂（勝寺・最 ・東寺・仁和寺結縁灌頂）の一つであり、当該期の僧綱昇進仏事として機能していた。なお 当該文書は、来る十七日に実施される予定の尊勝寺灌 への出欠を連絡し 際 、 「臨時昇進」を所望している旨を記していたのだが 上意はいかがなも かを問うている。後欠のため文意は不明瞭ながら、 「臨時昇進」を望む根拠として、 「去々年御願闕如」した際「二界之懃労」を積んだことを挙げているこ が読み取れる。なお、 正応元年五月巻紙背には、 「去去年窮冬最勝寺灌頂」
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において、 （適任者なく） 「恒例御願臨時闕如」せんとする事態を前に、「天台灌頂小阿闍梨勤労」 をつとめて 「報国之忠節」 を果たした俊昌が、「臨時被拝任権律師」ことを請う申文があり（
3―⑬） 、文言および内
容上類似することから、両者は関連するものか。
【墨映文書】なし。【参考文献】遠藤基郎「院政期の天皇家王権仏事」
〔 『中世王権と王朝儀礼』
東京大学出版会、二〇〇八年〕
、平雅行「中世移行期の国家と仏教」
〔 『日
本中世の社会と仏教』塙書房、 一九九二年、 初出一九八七年〕
、 西口順子「白
河御願寺小論」
〔 『平安時代の寺院と民衆』法蔵館、二〇〇四年、初出一九
八六年〕
。                                                                    （栗山圭子）
⑮
　
木本・合賀御厨雑掌沙弥実意申状
　　
○『鎌』二一―一六三五二
　
□（永）
冨名内木
〔一〕
本・合
〔二〕
賀島雑掌沙弥実
〔三〕
意謹言上、
　　
□（欲）
為当御厨甲乙百姓等、雖被載御安堵
　
院宣、不被入永
〔四〕
富、度□
　　
聖断由、令難申、有限御年貢、令抑留上者、早任御相伝道理
　　
申下
　
院宣於祭主、無相違令進退領掌木本・合賀御□
（厨）
　　
佐〔五〕
奈散在田畠山林所従等事、
　
副進
　　
一通
　
院宣案
　　
□（永）
富名安
〔六〕
濃散在、依有子細歟、被申下
　
院宣之処、於当御厨
　
　　
□（各）
別給主、 隔遼遠堺之間、 不被載之
云云
、 爰甲乙百姓等、 構今案□
　
　　
年貢令押妨之上者、被停止自由之対捍、早速可令所当以下雑事
　
　　
□
（進カ）
之由、 被申下
　
院宣於祭
〔七〕
主者、 定無相違令弁済歟、 所詮任御相伝□
　
　　
□木本・合賀御厨、佐奈散在田畠山林所従等、無相違 進□
（退）
　　
　　
□
（掌カ）
之由、為被申下
　
聖断、粗言上如件、
　　
「（異筆）
進上」
　　
弘安十年九月
　
日
　　
「追而
（異筆）
言上」
【語句】 〔一〕木本
　
木本御厨。志摩国英虞郡（ 『神鳳鈔』では答志郡） 。
現三重県北牟婁郡紀北町海山区古本。伊勢神宮（内宮）領。平安末期には大中臣氏の所領であったが、鎌倉期には公家に寄進されたようであり、鎌倉後期には後述の合賀御厨・安濃散在ととも 永富名として按察二品局 （近衛忠良の娘永子、 亀山上皇の乳母） が本家となっている。
〔二〕合賀
　
合賀御厨。相賀・相寄とも。志摩国。現三重県北牟婁郡紀
北町海山区相賀。伊勢神宮領。
〔三〕実意
　
三瀬蔵人入道実意（ 『鎌』二一―一五九六〇） 。 【解説】参照。
〔四〕 永富
　
永富名。 伊勢神郡の散在田から成る別名。 永富名内には木本 ・
合賀御厨、安濃散在があり、これらは前述したように按察二品局が家であった。預所職については【解説】参照 なお『神鳳鈔』には「永富神田」が伊勢国安西郡 、 「永富十四丁」が飯高郡に所在し ことが記されており、本文書にみえる木本・合賀御厨までもが含まれていたことをふまえれば 当名は伊勢国・志摩国にわたる広域な散在所領であった 考えられる。
〔五〕
 佐奈
　
佐奈御園。伊勢国度会郡。現三重県伊勢市小俣町。伊勢神
宮領。
〔六〕安濃散在
　
伊勢国安濃郡に散在する田畠等のことか。
〔七〕祭主
　
大中臣定世。
【解説】鎌倉後期、当地の預所職をめぐって、良宝法印（二条良実の
弟）と権律師親瑜との間で相論が起こっ いたと考えられ、弘安七年（一二八四）正月六日に、良宝が亀山上皇の院宣によって安堵されている（ 『鎌』二〇―一五〇五二） 。しかし、同年二月に本家二品局は、親
瑜をそれら三カ所の預所職に補任したが（ 『鎌』二〇―一五〇八八） 、弘安九年二月に、本文書の発給者である実意が良宝から預所職（雑掌の誤り）に補任されており（ 『鎌』二一―一五九五一） 、二品局が死去した弘安八年頃には良宝が知行を回復したとみられる。本文書の実意による百姓等の押妨停止を祭主に要請する院宣の発給と、木 ・合賀御厨、佐奈散在田畠山林所従等の安
堵
の申請は、 （年未詳）八月十三
日付法橋頼慶奉書案（ 『鎌』 一―一五九六〇）の、合賀・木本御厨、佐奈散在田畠・山林・所従等について、伏見天皇 綸旨をうけた祭主が、現地への使者の派遣を内宮一
禰
宜荒木田尚経に命じていることか
ら、程なく受理されたことがわかる。
【墨映文書】あり。【参考文献】藤田明良「志摩国」
〔 『講座日本荘園史
6　
北陸地方の荘園・近
畿地方の荘園Ⅰ』吉川弘文館、一九九三年〕
。
                                                                    （生駒孝臣）
⑯
　
幸祐等重申状
　　　
○『鎌』二〇―一五六八五
　
□（伊勢）
□国岸
〔一〕
江御厨内別相伝領主僧
〔二〕
幸祐等重言上、
□
（為カ）
兵部
〔三〕
少輔殿被抑留訴状、不被進陳状、徒経日月、及御沙汰
□
（延カ）
引条、無術次第也、此上者、被停止彼非分押妨、幸祐等任別
□
（相カ）
伝理、可進退領掌由、欲被成下
　
院宣子細事、
言上及数度、於当御厨内神宮上分所者、本主大
〔四〕
中臣輔弘之
自令放券于要人以来、至于幸祐等二百余歳之間、無領家□而兵部少輔殿始号領家、被押妨之間、幸祐立申相伝由之処、立申知行之証拠之由、雖被尋下少輔殿、只理不尽、被差下雑□持已下悪党、度々被致苅田狼藉、剰被刄傷左
〔五〕
近将監光
□
（輩カ）
候畢、依之、自去年八月頻雖訴申 更不及陳答 且任神宮注
委細之趣、去年十二月進上仕之処、被抑留彼訴状、不及陳状□□日少輔殿御文云、彼土民等年来地頭進止之条、証拠分明也、□彼請文可令進入之由 雑掌令申之、暫可令得此御意給□自元於此所者、無地頭・領家之地之由、前々言上畢、是則寄□
（左カ）
右、為御沙汰延引歟之由、同二月之比、雖進訴状、于今無是□
陳、無理之至、顕然之次第也 此上者、早被停止少輔殿非分□、当御厨内上分所者、幸祐等任別相伝之理、可全知行之成下
　
院宣、至祐
〔六〕
時并良覚等、欲被糺行苅田刃
科、仍重言上如件、　　
弘安八年八月
　
日
【語句】 〔一〕岸江御厨
　
伊勢国飯高郡。現三重県松阪市。伊勢神宮領。
〔二〕僧幸祐
　
不明。伊勢神宮の社僧か。
〔三〕兵部少輔
　
弘安七年（一二八四）十二月十七日、源顕行が兵部少
輔を辞しており、以後、菅原忠長が正応五年（一二九二）五月まで勤めている。 たがって菅原忠長か。
〔四〕大中臣輔弘
　
康和五年（一一〇三）四月に、離宮院放火および落
書の罪により佐渡へ配流され いる（ 『本朝世紀』康和五年四月六日条） 。また、 息子の伊勢神宮領の住人大中臣輔子は、 長治元年 （一一〇四）頃、父から譲り受けた私領の没官停止を訴えている（ 〈年未詳〉九月十三日明法博士中原章重勘文〈 『平安遺文』四―一三二一〉 ） 。
〔五〕左近将監
　
不明。
〔六〕祐時并良覚等
　
いずれも不明。
【解説】内宮領岸江御厨内神宮上分所の別相伝領主僧幸祐等が、兵部少
輔（菅原忠長か）による同所へ 押妨停止と、亀山上皇の知行安
堵
の
院宣発給を求めたもの。兵部少輔と神宮の関係は不明であるが、兵部少輔による領家・地頭と号した押妨、幸祐の訴状の抑留、兵部少輔か
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瑜をそれら三カ所の預所職に補任したが（ 『鎌』二〇―一五〇八八） 、弘安九年二月に、本文書の発給者である実意が良宝から預所職（雑掌の誤り）に補任されており（ 『鎌』二一―一五九五一） 、二品局が死去した弘安八年頃には良宝が知行を回復したとみられる。本文書の実意による百姓等の押妨停止を祭主に要請する院宣の発給と、木 ・合賀御厨、佐奈散在田畠山林所従等の安
堵
の申請は、 （年未詳）八月十三
日付法橋頼慶奉書案（ 『鎌』 一―一五九六〇）の、合賀・木本御厨、佐奈散在田畠・山林・所従等について、伏見天皇 綸旨をうけた祭主が、現地への使者の派遣を内宮一
禰
宜荒木田尚経に命じていることか
ら、程なく受理されたことがわかる。
【墨映文書】あり。【参考文献】藤田明良「志摩国」
〔 『講座日本荘園史
6　
北陸地方の荘園・近
畿地方の荘園Ⅰ』吉川弘文館、一九九三年〕
。
                                                                    （生駒孝臣）
⑯
　
幸祐等重申状
　　　
○『鎌』二〇―一五六八五
　
□（伊勢）
□国岸
〔一〕
江御厨内別相伝領主僧
〔二〕
幸祐等重言上、
□
（為カ）
兵部
〔三〕
少輔殿被抑留訴状、不被進陳状、徒経日月、及御沙汰
□
（延カ）
引条、無術次第也、此上者、被停止彼非分押妨、幸祐等任別
□
（相カ）
伝理、可進退領掌由、欲被成下
　
院宣子細事、
言上及数度、於当御厨内神宮上分所者、本主大
〔四〕
中臣輔弘之
自令放券于要人以来、至于幸祐等二百余歳之間、無領家□而兵部少輔殿始号領家、被押妨之間、幸祐立申相伝由之処、立申知行之証拠之由、雖被尋下少輔殿、只理不尽、被差下雑□持已下悪党、度々被致苅田狼藉、剰被刄傷左
〔五〕
近将監光
□
（輩カ）
候畢、依之、自去年八月頻雖訴申 更不及陳答 且任神宮注
委細之趣、去年十二月進上仕之処、被抑留彼訴状、不及陳状□□日少輔殿御文云、彼土民等年来地頭進止之条、証拠分明也、□彼請文可令進入之由 雑掌令申之、暫可令得此御意給□自元於此所者、無地頭・領家之地之由、前々言上畢、是則寄□
（左カ）
右、為御沙汰延引歟之由、同二月之比、雖進訴状、于今無是□
陳、無理之至、顕然之次第也 此上者、早被停止少輔殿非分□、当御厨内上分所者、幸祐等任別相伝之理、可全知行之成下
　
院宣、至祐
〔六〕
時并良覚等、欲被糺行苅田刃
科、仍重言上如件、　　
弘安八年八月
　
日
【語句】 〔一〕岸江御厨
　
伊勢国飯高郡。現三重県松阪市。伊勢神宮領。
〔二〕僧幸祐
　
不明。伊勢神宮の社僧か。
〔三〕兵部少輔
　
弘安七年（一二八四）十二月十七日、源顕行が兵部少
輔を辞しており、以後、菅原忠長が正応五年（一二九二）五月まで勤めている。 たがって菅原忠長か。
〔四〕大中臣輔弘
　
康和五年（一一〇三）四月に、離宮院放火および落
書の罪により佐渡へ配流され いる（ 『本朝世紀』康和五年四月六日条） 。また、 息子の伊勢神宮領の住人大中臣輔子は、 長治元年 （一一〇四）頃、父から譲り受けた私領の没官停止を訴えている（ 〈年未詳〉九月十三日明法博士中原章重勘文〈 『平安遺文』四―一三二一〉 ） 。
〔五〕左近将監
　
不明。
〔六〕祐時并良覚等
　
いずれも不明。
【解説】内宮領岸江御厨内神宮上分所の別相伝領主僧幸祐等が、兵部少
輔（菅原忠長か）による同所へ 押妨停止と、亀山上皇の知行安
堵
の
院宣発給を求めたもの。兵部少輔と神宮の関係は不明であるが、兵部少輔による領家・地頭と号した押妨、幸祐の訴状の抑留、兵部少輔か
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らの陳状未進という幸祐不利の状況が続いたのは、兵部少輔の背後に、本主大中臣輔弘以降、二百年余り、別相伝地となっていた係争地 取り戻しを図る神宮の意図がはたらいていたためと推測される。
【墨映文書】あり。
                                                                    （生駒孝臣）
⑰
　
鋳物師伊岐得久重申状（折紙）
　　
○『鎌』二二―一六六八〇
所
（蔵人）
左〔一〕
方并東大寺燈爐
□
（供）
人
（御）
兼住吉大明神社御
□
（修）
鑄
（理）
物師崛
〔二〕
郷住人伊
〔三〕
岐
久
（得）
重言上、
早
（欲ヵ）
停止左
〔四〕
近将監助時
由
（自ヵ）
張行、任道理重蒙
成
（御ヵ）
敗子細事
細
（右子ヵ）
者、先度具言上畢、仍
糺渕底之後、任道理□
（蒙御ヵ）
成敗令安堵 遂外
〔五〕
財之
月
（処□ヵ）
上旬之比、又任雅意、
□
（止鉄ヵ）
屋〔六〕
之条、希代之狼藉也、
御
（如此ヵ）
下知違背之上者、当社
定闕如出来歟、所詮且□□□□□□□於有限□
【語句】 〔一〕蔵人所左方并東大寺燈爐供御人
　
蔵人所左方と東大寺に所
属し燈爐を造進した供御人。嘉禎二年（一二三六 には蔵人所左方・右方に分離していたことが確認される（嘉禎二年十一月日 牒写、
『中世鋳物師史料』一〇） 。〔二〕崛郷
　
住吉大社東の近隣地、大阪市住吉区長居公園近辺の崛
ほりむら
村を
含む地域か。
〔三〕伊岐得久
　
未詳。参考として、坪井良平 『日本古鐘銘集成』 三七〇
頁
〔角川書店、一九七八年〕
に延慶三年（一三一〇）山城国大乗院の鐘
を鋳造した壱岐得実という人物が確認される。
〔四〕左近将監助時
　「助」字を通字とする山河姓鋳物師か。
〔五〕外
げざい
財
　
本来の語義は人間の身体の外の財物を指し、家宅の中の財
物を指す「内財」に対する語である。
｢ 道々之輩
｣
の働き、すなわち
手工業者や芸能民の職能的な活動は外の財産として捉えら ていたという。これより①職人や芸 者の活動
･
生業ないしその職人らを指す。
のちに②江戸時代の金掘り坑夫、③きこりのため山中に作った小屋、またそこ 住むきこりを指すよう もなった。
〔六〕鉄屋
　
鋳物師の作業場、 拠点。鎌倉後期に 「鉄屋」 「金屋」 「鋳師屋」
といった語が史料に見られるようになる。
【解説】伊岐得久が左近将監助時による鉄屋停止を稀代の狼藉として訴
えた申状。年月日未詳であるが、日記 日付より弘安十年（一二八七）あるいは正応元 （一二八八）の発給かと推定される。 【関連史料】に副進文書として蔵人頭、蔵人らの御教書や奉書が挙げられていることから、伊岐得久 蔵人所から権利を認められていたことが知られる。
【墨映文書】なし。【関連史料】 （年月日未詳）鋳物師伊岐得久重申状（正応元 ・ 十紙背、 『鎌』
二二―一六六八一） 。
【参考文献】名古屋大学文学部国史学研究室編『中世鋳物師史料』
〔法政
大学出版局、一九八二年〕
、網野善彦『日本中世の非農業民と天皇』
〔岩
波書店、一九八四年〕
。
（水野智之）
副進
　　　　　　　　　
 
　　　
一通
　
官符
　
宣旨案
以権大司□
（少）
司可被転任于大司由事、元慶五
転任子細□于右、
　
一通
　
院宣案
蕑
萱不法時、大司長藤可被罪科由事
　　　　　　　　　　　　　　蹤跡連綿不絶、已上九人也、範国縦不□
（知）
涯分、争堕
　
聖代□
（佳）
尊神之冥慮、為権大司、相当
　
徳〔一五〕
政御代之初、被許有例之転□
（任）
□抽職役合期之忠、所申無私、為神為
　
君、顧公平所令言上也、
古今之佳例、依長則之近例、被裁下之条、併仰
　
哀憐、且故□
（実カ）
□佳例、遮眼暫疲地忍 将達
　
天聴而已、望請
　
天裁、因准先□
（例）
長藤条々雑怠并軽服及袟満之上者 且任古今 佳例、且□
（優）
　
□（職）
労効、且依神役勤仕、故実器量、被転任其替、勤
　
天長地□
（久）
　
願成就之御祈、奉致月読宮造替已下
　
二宮御修理勤行之忠
　
相叶
　
神慮快然之御祈禱矣、範国誠惶誠恐謹言、
　　
弘安十年十一月
　
日
　
太神宮権大司従五位下大中臣朝臣範□
（国）

【語句】 〔一〕大中臣朝臣範国
　
正嘉元年（一二五七）十二月、叔父の大
宮司国元の譲りにより少宮司就任。正元元年（一二五九） 、叙従五位下（ 「類聚大補任」 『神道体系』神宮編五） 。
〔二〕長藤
　
大中臣氏。弘安五年（一二八二）～正応二年（一二八九） 、
同六年～永仁七年（一二九九） 、嘉元二（一三〇四）～四年、徳治三年（一三〇八） ～延慶二年 （一三〇九） 、 同四年、 正和元 （一三一二） ～二年、同二年以降の七度も大宮司を勤めた。従来の大宮司家とは別の長任流で新興勢力。
〔三〕月読宮
　
伊勢神宮四所別宮の一つ。祭神は月夜見尊・月夜見尊荒
御魂。現在、伊 市宮後町
〔 『国史大辞典』 〕
。
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⑱
　
権中納言某請文
　　
○『鎌』二一―一六四三五
法勝寺修正
　
御幸供奉
事、承候了、先度如令申候、所労猶不快候、□
（構ヵ）
得候者、必可令存知候也謹言、
　
十二月廿六日
　
権中納言（花押）
【解説】弘安十一年（一二八八）正月八日の法勝寺修正会御幸に関する
もの。詳細は
3―④の解説を参照。
【墨映文書】あり。ただし、にじんで読めず。
（水野智之）
㉑・ ⑲
　
大中臣範国申状
　　
○『鎌』二一―一六四〇六
宮権大司従五位下大
〔一〕
中臣朝臣範国誠惶誠恐謹言、
請殊蒙
　
天裁、因准先例、大宮司長
〔二〕
藤条条雑怠并軽服□
（及）
袟満上者、且任古今佳例、優当職労効、且依神役勤□
（仕）
故実器量、被転任其替、勤
　
天長地久
　
御願成就御□
（祈）
奉致月
〔三〕
読宮造替已下
　
二〔四〕
宮御修理勤行忠、条々子細状、
権〔五〕
大司并少司令転任大司例濱〔六〕
行
仁和元年任少司、同三年転大司、
 
利〔七〕
範
延喜元年任少司、同十四年転大司、
全〔八〕
臣
延喜八年任権大司、同十四年転大司、
 
良〔九〕
扶
延喜廿一年任権延長五年転大司、
恒〔一〇〕
瀧
延喜廿年任少司、延長七年転大司、
 
公〔一一〕
頼
天暦六年任少安和二年転大司、
当〔一二〕
行
天暦元年任少司、天禄四年転大司、
 
千〔一三〕
枝
寛和元年任少司、長保元年転大司、
長〔一四〕
則
寛元元年任権大司、文永八年転大司、
副進
　　　　　　　　　
 
　　　
一通
　
官符
　
宣旨案
以権大司□
（少）
司可被転任于大司由事、元慶五
転任子細□于右、
　
一通
　
院宣案
蕑
萱不法時、大司長藤可被罪科由事
　　　　　　　　　　　　　　蹤跡連綿不絶、已上九人也、範国縦不□
（知）
涯分、争堕
　
聖代□
（佳）
尊神之冥慮、為権大司、相当
　
徳〔一五〕
政御代之初、被許有例之転□
（任）
□抽職役合期之忠、所申無私、為神為
　
君、顧公平所令言上也、
古今之佳例、依長則之近例、被裁下之条、併仰
　
哀憐、且故□
（実カ）
□佳例、遮眼暫疲地忍 将達
　
天聴而已、望請
　
天裁、因准先□
（例）
長藤条々雑怠并軽服及袟満之上者 且任古今 佳例、且□
（優）
　
□（職）
労効、且依神役勤仕、故実器量、被転任其替、勤
　
天長地□
（久）
　
願成就之御祈、奉致月読宮造替已下
　
二宮御修理勤行之忠
　
相叶
　
神慮快然之御祈禱矣、範国誠惶誠恐謹言、
　　
弘安十年十一月
　
日
　
太神宮権大司従五位下大中臣朝臣範□
（国）

【語句】 〔一〕大中臣朝臣範国
　
正嘉元年（一二五七）十二月、叔父の大
宮司国元の譲りにより少宮司就任。正元元年（一二五九） 、叙従五位下（ 「類聚大補任」 『神道体系』神宮編五） 。
〔二〕長藤
　
大中臣氏。弘安五年（一二八二）～正応二年（一二八九） 、
同六年～永仁七年（一二九九） 、嘉元二（一三〇四）～四年、徳治三年（一三〇八） ～延慶二年 （一三〇九） 、 同四年、 正和元 （一三一二） ～二年、同二年以降の七度も大宮司を勤めた。従来の大宮司家とは別の長任流で新興勢力。
〔三〕月読宮
　
伊勢神宮四所別宮の一つ。祭神は月夜見尊・月夜見尊荒
御魂。現在、伊 市宮後町
〔 『国史大辞典』 〕
。
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〔四〕二宮
　
伊勢内宮（天照大神宮）と外宮（豊受大神宮）を指す。
〔五〕大司、権大司、少司
　
伊勢神宮の大宮司、権大宮司、少宮司。中
世伊勢神宮の政治権力機構は、古代以来の祭主＝宮司庁と、一一世紀後半に成立した本宮庁（
禰
宜庁）からなり、前者は大中臣氏、後者は
荒木田氏（内宮） ・度会氏（外宮）によって占められた。大宮司・権大宮司・少宮司は宮司庁に属す。大宮司は内宮・外宮の遷宮・修理を重要な職務とする（ 「嘉元二年内宮仮殿遷 記」 ） 。
〔六〕濱行
　
大中臣氏。仁和元年（八八五）少宮司、同三年大 司
（「太
神宮司補任次第」 ・ 「二所太 例文」 『神道体系』神宮編四） 。
〔七〕利範
　
大中臣氏。延喜十四年（九一四）大宮司（同） 。
〔八〕全臣
　
大中臣氏。延喜八年権大宮司、同十四年大宮司（同） 。
〔九〕良扶
　
大中臣氏。延長三年（九二五）大宮司（同） 。
〔一〇〕恒瀧
　
大中臣氏。延長五年大宮司（同） 。
〔一一〕公頼
　
大中臣氏。安和二年（九六九）大宮司（同） 。
〔一二〕当行
　
大中臣氏。大宮司任官の年について、本史料では天禄四
年（天延元年、 九七三） 、 「太神宮補任次第」では天延 年（九七三） 、 「二所太神宮例文」では天延四年とする。
〔一三〕千枝
　
大中臣氏。長保元年（九九九）大宮司（ 「太神宮司補任次
第」 ・ 「二所太神宮例文」 ） 。
〔一四〕長則
　
大中臣氏。長藤父 文永八 一二七一）大宮司。前河
辺宮司（同） 。
〔一五〕徳政
　
原義通り「仁徳のある政治」の意で、ここでは代始 徳
政を期待したもの。本史料が出される一ヶ月前に伏見天皇が践祚し、後深草院政が開始されている。
【解説】鎌倉後期、伊勢神宮大宮司家の大中臣氏は公隆・公房・長任を
それぞれ祖とする三つの系統が分立し、大宮司職をめぐり激しく対立していた。弘安五～十年、大宮司長藤と公行・忠光・範国の間 相論
が起こった。本史料はそのうち、弘安十年に展開した範国を訴人とする訴訟に関するものである。ここで長藤が攻撃されたのは、 「条条雑怠」つまり修造の怠慢であった。ただ の問題は長藤に限っ ことではない。当該期、遷宮料材の不足や役夫工の未済が原因で、修理や遷宮の懈怠により大宮司を解任される例が多くあった。そのなかで長藤は六度も再任され、 た自身も修造・遷宮の実績の数々を誇ったよう 、むしろその能力と わけ経済力が大宮司家のなかで期待される存在あった。しかし長藤の系統（長任流）は、父長則が初めて大宮司に補任された新参者に過ぎない。そのため相論 は「 藤者代々不吉 任用一門之余流、 謀書未謝之長則男也」 （ 『鎌』 一八―一三五三〇） などと長藤の「非器」が問題視された 但し範国はこの点を論難しておらず、長藤同様、新興勢力であったと推察される。このように当該期 大宮司職補任の条件として、由緒より実力が重視されていた。なおこ 時期、 兼仲が神宮奉行を勤めていた関係で、 本文書が残されることとなった。
【墨映文書】
㉑
にあり。
【関連史料】 『兼仲卿記』弘安七年十月十二・十六日、同十年二月一（同
年正月二十七日伊勢大宮司解、 『鎌』二一―一六一六〇） ・二日、十月二十七日（同年月七日伊勢大宮司解、 『鎌』二一―一六三五四 同年月十 日伊勢大宮司解、 『鎌』二一―一六三六四）条、弘安九年三月日大中臣公行重申状（弘安十・九～十紙背 五八六九） 、同年十一 日大中臣長藤申状（正応二・七紙背 〇五六） 、同十年十一月十四日太神宮司解案（正応元・九紙背、 『鎌』二一―一 三九〇） 。
【参考文献】棚橋光男『中世成立期の法と国家』
〔塙書房、一九八三年〕
、
勝山清次「伊勢神宮における祭主支配の成立と展開」
〔 『中世伊勢神宮成
立史の研究』塙書房、二〇〇九年、初出一九九九年〕
、櫻井彦「鎌倉後期
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伊勢神宮大宮司職の変質」
〔 『悪党と地域社会の研究』校倉書房、二〇〇六
年、初出一九九九年〕
、平泉隆房『中世伊勢神宮史の研究』
〔吉川弘文館、
二〇〇六年〕
。
（松永和浩）
⑳
　
某注進状
　　　
○『鎌』二〇―一五二二三
　　　　　
「（異筆）
  　
□□（てカ）
つ
　　 　
うすき
　
うミなし
                           たか
　　
□うとさゝ
                                                   □
                  □ふ
　　　　　　　　　
ひ□（きカ）
                     ふし
                      　
  ■
（わカ）
ひ候也
　　　　　　　　
  」
　　
□
（殿カ）
注申、国
〔一〕
平与康
〔二〕
重相論座
〔三〕
摩社神事執行
□師
〔四〕
冬・章
〔五〕
澄・明
〔六〕
盛・章
〔七〕
長等申云、召決両方□
康重代官者所存載度々訴陳畢、帰根本□難申子細云云、委細見申詞、住吉
〔八〕
社者代々
□社管領之上、仁
〔九〕
平以後数通証文備進之、
　　
□
（之カ）
座摩神主執務分限篇目十箇条、本□
進之間、康重又可注申先例之由、雖被仰下、于不注 旨申之、然而康重代不及披陳之者、先本社執行之条 不 背理致哉、
【語句】 〔一〕国平
　
住吉社神主津守国平。安貞二年（一二二八）十月補
神主。弘安八年（一二八五）三月二十七日没（七八歳） 。
3―⑦参照。
〔二〕康重
　
座摩社神主清原康重。
5―⑫参照。
〔三〕座摩社
　
摂津国西成郡所在。
3―⑩参照。
〔四〕師冬
　
造酒正中原師冬。院文殿衆。
〔五〕章澄
　
大判事中原章澄。院文殿衆。
〔六〕明盛
　
明法博士・防鴨河判官・左衛門少尉中原明盛。院文殿衆。
〔七〕章長
　
修理左宮城 官・左衛門少尉中原章長。院文殿衆
〔八〕住吉社
　
摂津国住吉郡所在。
3―⑩参照。
〔九〕仁平
　
一一五一～五四年。
【解説】本文書は
3―⑩・⑪と同筆であることから、津守国平と清原康
重との相論に関し、弘安七年（一二八四）六月二十八日の院文殿における対決に際して作成された「問注記并勘決状等」の一部と考えられる。院文殿衆 中原師冬・章澄・明盛・章長の意見が記されていることや「委細見申詞」の文言から 本文書は「勘決状」の方であろう。座摩社の神事執行権について、住吉社側が仁平年間以来の証文を提出したのに対し、清原康重の代官はいまだ先例を注進していないことなどから、住吉社側の主張を認めるとの見解が示されている。ところで、本文書の端の部分には仮名書きの異筆が見られる（ 『鎌』未収） 。原本を確認したところでは、こ 部分は文書本体 直接書かれたものではなく、本来は別 仮名文書の料紙を本文書 端に貼付 たものと判断される。現状で 、 当該料紙 貼付箇所 （ 「■
（わカ）
ひ候也」 と 「
     □
（殿カ）
」 の間）
に沿って本紙に折り目がついている。ただ、仮名文書 成立時期や貼付の意図は不明であり、内容的にも文書本体と直接関連はないと見られる。なお、異筆部分の翻刻にあたっ は愛知文教大学 増田孝氏のご教示を得たが なおも判読できな っ 箇所が多い。諸氏 ご教示をお願いしたい。
【墨映文書】なし。【関連史料】 ・ 【参考文献】
3―⑩参照。
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（木村英一）
㉒
　
□神院所司等重申状
　　
○『鎌』二二―一六六〇八
　
□〔一〕
神院所司等重申、欲早停止稲
〔二〕
荷社濫妨、且被糺返責取質物、且専□
（寺カ）
　　
□
（社カ）
神役、当社領
荇〔三〕
町・瓜町両保敷地、今年稲
〔四〕
荷祭使用途
□両保内荇町保者、泉
（後冷カ）
院〔五〕
天皇御宇永承四年、被寄進之、瓜町保者康
〔六〕
被寄進之、各為重色異他之神領、御
〔七〕
霊会祭礼之時
□厳重之神供 神人等致共奉、仍於彼保内者、敢不勤□寺役、全不入使庁・武家使、而今年稲荷祭使闕如之
　　
□
（六カ）
条以〔八〕
南之敷地、称宛催彼用途、不顧先例彼社神人
□内無是非奪取質物、致種々濫吹之条 言語道断之也、且去嘉
〔九〕
禎年中、彼社差
〔一〇〕
苻神人笠正枝、以当社本□
人号令居住六条以南、差定使役 刻、当社就訴申忽□彼正枝畢 不顧此等先非 乱入重色神人等之家内、□財物、及種々狼藉之 、是可遁罪責哉、就中如□
（伝カ）
雖為六条以南、権門勢家御領 多以不勤此役云 、何以
【語句】 〔一〕□神院
　
感神院か。感神院は祇園社（現在の八坂神社）の
こと。中世には延暦寺座主が感神院検校を兼帯して別当の補任権を有しており、延暦寺の統制下に組み込まれていた
〔福真睦城「
祇
園別当の
成立と変遷」 『ヒストリア』一五一、一九九六年〕
。
〔二〕稲荷社
　
現在の伏見稲荷神社。朝廷による奉幣の対象となった
二十二社の一つ。
〔三〕
荇
町・瓜町両保
　
貞和三年（一三四七）八月二十九日静晴別当得
分注進案（ 『八坂神社文書』中世編一一）に、感神院別当得分として見える芹町保・瓜町保のことか。これによれば、芹町保は七条坊門室町、瓜町保は八条坊門室 にあり、地子や七草菜、薪などが感神院別当の得分になっていた。五味文彦氏は これらの保について「恐らくその名称や、洛中のやや外れた位置関係からして、本来は葱・瓜・芹などの野菜を育てて年貢を納めるべく設定されたものであろう。野菜を商売とする神人たちの住む保であったと考えられる」 と指摘して る
〔五
味文彦「京に中世を探る」同編『中世を考える
　
都市の中世』吉川弘文館、
一九九三年〕
。
〔四〕稲荷祭
　
毎年四月、稲荷社で行われた祭礼。稲荷社では三月中午
日に神輿が八条坊門猪熊・七条油小路 二か所にあった御旅所に移り四月上卯日に稲荷社に還幸したが、この還幸の儀を稲荷祭と称し、馬長や散楽、傀儡などの神輿へ 供奉が行われた。
〔五〕□泉院天皇
　
永承四年（一〇四九）の年号より、後冷泉天皇（在
位寛徳二年〈一〇四五〉～治暦四 〈一〇六八〉 ）と判断 き 。
〔六〕康□
　
荇
町保寄進時は天皇名が記載されるのに対し、ここでは天
皇名が見えないので、同じ後冷泉天皇在位期の康平年間（一〇五八～一〇六五）か。
　
〔七〕御霊会
　
稲荷祭も御霊会と称されていたことが知られるが（ 『中右
記』寛治八年〈一〇九四〉四月九日条） 、 ここでは祇園社領である荇 ・瓜町保が祭礼の時に「厳重之神供」を勤めるといっているから、
祇
園
祭のことか。
〔八〕六条以南
　『明月記』寛喜元年（一二二九）三月十四日条に「稲
荷祭馬頭、毎年五月五日、指六条以南富有下郎云々」とあるように、この時期、稲荷祭の馬上役は六条以南の都市民に賦課されることになっていた
〔五味文彦「馬長と馬上」 『院政期社会の研究』山川出版社、
一九八四年〕
。
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〔九〕嘉禎年中
　
一二三五～一二三八年。
〔一〇〕差苻神人笠正枝
　
詳細不明。
【解説】平安京七条・八条に所在した芹町・瓜町両保に対する稲荷祭使
用途賦課の是非をめぐる稲荷社・感神院（
祇
園社）の相論関係文書。
稲荷社側は両保が六条以南にあったため、祭使の用途を賦課しようとしたが、感神院側は両保が後冷泉天皇以来の神領であり先例がないこと、嘉禎年間にも同様のこと あったが、稲荷社の敗訴となっていること、六条以南でも権門勢家の所領は祭使役を勤仕していないことを挙げて、用途賦課が非法であると訴えてい 。なお、本文書が『兼仲卿
記』紙背に残されたことについて、森茂暁氏は兼仲が
祇
園社奉行を
つとめていたためと指摘されている
〔同 「藤原兼仲の職務と紙背文書」 『鎌
倉時代の朝幕関係』思文閣出版、一九九一年〕
。
【墨映文書】なし。
（樋口健太郎）
㉓
　
某書状
　　
○『鎌』二一―一六四七二
明日
　
御幸供奉人
交名可注給候、不審事候、兼又路
〔一〕
次同可
承存候也 謹言、　　
正月■
七
日
　　　　
□（安有ヵ） 〔二〕
□
　
  右
〔三〕
少弁殿
【語句】 〔一〕路次
　
この時の後深草上皇の御所は常磐井殿。 『兼仲卿記』
弘安十一年 （一二八八） 正月八日条によると、 御幸の経路は、 「京極南行、
大炊御門大路東行如例」というものであった。
〔二〕□
（安有ヵ）
□
　
崩し字の形は（弘安十年）十二月十八日権中納言某請文
（正応元・十紙背、 『鎌』二一―一六四一九）と（弘安十年）十二月二十六日権中納言某請文（
5―⑱）の権中納言の花押とされているも
のに酷似しているが、詳細不明。
〔三〕右少弁
　
勘解由小路兼仲。
【解説】弘安十一年正月八日の法勝寺修正会御幸に関するもの。
3―④
【解説】 ・ 【関連史料】参照。【墨映文書】なし。
（正木有美）
㉔
　
大外記中原師□等連署
　　
○『鎌』二〇―一五二二五
明法博士中
〔一〕
原朝臣明
（盛カ）　　　
大判事中
〔二〕
原朝臣章
（澄カ）　　
造酒正中
〔三〕
原朝臣師
（冬カ）
掃部頭中原朝臣師大外記中原朝臣師
【語句】 〔一〕中原朝臣明
（盛カ）
□
　〔二〕中原朝臣章
（澄カ）
□
　〔三〕中原朝臣師
（冬カ）
□
　
5―⑳参照。
【解説】弘安七年（ 二八四）六月二十八日に院文殿で行われた津守国
平と清原康重との相論の対決に際して作成された文書の一部。同日付の左衛門少尉中原某等問注記（
3―⑩）の末につながる可能性がある、
院文殿衆の連署。当時の大外記は文殿衆の中原師顕（ 『外記補任』 ） 。また、 『兼仲卿記』弘安七年六月二十八日条に「文殿衆師宗一人雖申子細」とあることから、掃部頭中原は師宗であろう。
3―⑩【解説】 ・ 【関連
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史料】 ・ 【参考文献】参照。
【墨映文書】うっすらと見える。
（正木有美）
㉕
　
某書状
　　　
○『鎌』未収
　
④
　　
したくとをハ
　　　　　　
⑧御こかましく
　　 　　　　
し
　　　　　　　　　　
こそ思ひまいらせ候
　　
は
（まカ）
　　　　　　　　　　　　　　　
 〱
　　 　
し
　
⑤さふらハん
　　　　　　　　　
⑨いつか御
　　 　
する
　　　　　　　　　　
のほり
　　 　
まめや
　　　　　　　　　　
候て
　　 　
かに
　　
①いまはおほしめ
　　
し候わするゝ御事にて
　　 　　　
や
　
⑥
　　
心もとなく
　　 　 　
こそ
　　 　　
おほえさ
　　 　
せをハ
　　 　　
し
　　
②候らんけになにと
　　 　　
し候て思ひそめまいらせ
　　 　　
さふらひ
　
⑦
　　
しく
　　 　
なにと
　　　　　　　
やらん
　　
あらぬさ
　　 　
まなり
　　 　　　　　　　
③けるやらん
　　 　　
わすれまいらせ
　　 　　 　　　　　
候
【解説】読みの順序を便宜的に丸数字で表したが、内容は文書の一部が
欠けていることもあってよく分からない。翻刻についてもなお検討の余地がある。なお、本文書の翻刻にあたり、増田孝氏のご教示を得た。
【墨映文書】あり。影字は
5―①のものと思われる。
（木村英一）
㉖
　
左衛門少尉某書状
　　　
○『鎌』二一―一六二七四
御軽服間、御霊会馬長可被騎進哉否事、如法意者、不浄之物鬼神之所悪也、於御軽服所御沙汰神事之条、可有 憚候歟、但非常之期、人之□□不可有御憚之由、臨時之□
（断カ）
候者、
宜在時議候歟、以此旨、 令披露給、恐惶謹言、　　
六月五日
　
左〔一〕
衛門少尉章□
（夏カ）
【語句】 〔一〕左衛門少尉章□
（夏カ）
　『鎌倉遺文』は本文書の作成年代を「 （弘
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生駒孝臣（大阪市史料調査会調査員、関西学院大学等非常勤講師）木村英一（関西 学等非常勤講師、 国立歴史民俗博物館外来研究員）栗山圭子（日本大学・埼玉学園大学非常勤講師）曽我部愛（摂津市史編纂嘱託員）樋口健太郎（関西学院大学・関西大学等非常勤講師）正木有美（神戸大学非常勤講師）松永和浩（大阪大学総合学術博物館特任講師）三枝暁子（立命館大学准教授）水野智之（中部大学准教授）
（二〇一三年四月二五日受付、二〇一三年七月三〇日審査終了）
安十年カ） 」としているが、同年（一二八七）の祇園会に際し、六月六日の天皇の院御所への行幸供奉人として、左衛門少尉藤原信康・中原章文・中原章夏（ 『実躬
卿
記』 ） 、他に左衛門尉として中原章任（ 『兼仲
卿記』 ） 名がみえる。
【墨映文書】なし。【関連史料】 （弘安十年）六月五日法眼某請文（正応元・十紙背、 『鎌』
二一―一六二七五） 。
（曽我部愛）
